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１ 研究課題 

  愛されて育つこども 

 

２ 研究・研修の視点 

ここ数年、地球規模で地震・津波・集中豪雨など大きな自然災害が発生している。日本にお

いても、９年前に発生した東日本大震災では、これまで経験したことのない大きな津波に襲わ

れた。町が津波にのみ込まれ、車や家屋が無残に流されたりする映像は今でも鮮明に記憶に残

っている。この津波では、約 1600 名の多くの尊い命が奪われた。この未曾有の災害で、避難の

仕方で助かった命と失われた命、私たちは、災害からどうすれば、命を守ることができるのか

ということについて考え、そして、今後起きる災害に備えていくことが求められている。 

認定こども園として６年目を迎えた桜ヶ丘中央幼稚園では、現在 273 名が在籍している。園

児たちが楽しく様々な体験をとおして、成長していくために、園における安全管理・危機管理

を考えることは最優先事項であると考えてい

る。特に、桜ヶ丘団地北の端に位置している本

園は、鹿児島市のハザードマップにおいて、土

砂災害警戒区域に指定されている園である。集

中豪雨や地震の発生によって、甚大な被害を受

けることも予想される。これまで、非常災害時

における対応マニュアルを作成し対応してき

ているが、土砂災害危険区域に指定された施設

においては、避難確保計画を別途作成し、市に

報告する義務が法律に定められている。 

そこで、土砂災害につながる事象が発生した

場合を視点に、園児を確実に避難誘導し、安全

に保護者に引き渡すまでの流れを明確にする。

また、日常生活における災害への準備や災害発生時の避難誘導、２次避難場所で対応など、全

職員が一団となって研究し、「その時、子どもの命守れますか」という合言葉のもと防災意識

を高め、併せて園の確実な安全管理・危機管理を目指したい。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

  本園では、これまで災害に向けた取り組みとして、２年前に災害備蓄倉庫を園庭に設置し、

全園児の個人防災グッズを保管している。また、全館の照明器具を蛍光管からＬＥＤに変更す

るなど災害に向けた取り組みも積極的に進めてきた。昨年度、避難確保計画を策定するに当た

り、災害時の組織の機能化を図り、情報収集、避難経路の安全確保、食料の備蓄、防災機材等

の整備、２次避難先での避難者への対応など細かく検討してきた。そこで、今回この計画を中

心にして、日々の保育で、避難する際に担任としてどのような準備が必要か、また２次避難場

所（園近くの桜ヶ丘中央公園）まで、どのようなことに留意して避難するか、さらには、園児

認定こども園 
桜ヶ丘中央幼稚園 

斜線部分が崖であり
土砂災害危険区域に
なっている 

第３分科会 

園の安全管理・危機管理を考える 

問題提起園 桜ヶ丘中央幼稚園 

問題提起者 和田 芙美佳 



− 24 −
 

に対する防災ᩍ育をどのように進めるか等について研究することとした。 

研究の主な内容としては、ձこれまでの避難カ⦎のぢ┤し、ղ園としての防災㛵㐃の施設設

備や園児個人の防災グッズに㛵することや避難時にᣢちฟす≀ရの検討、ճ避難時の᛹ᡃ等に

対する応ᛴฎ置について、մ年㱋に応ࡌた防災ᩍ育の進め方について研究することにした。 

  ௧࿴２年度の研究計画としては、これまでの避難カ⦎のぢ┤し、⾜ື計画の作成、実㊶を⾜

い、実㊶後は、全職員で཯┬、෌検討、ᨵၿ点のඹ有と次回への引き⥅ࡂ等確実にしていく計

画である。 

 

㸲 研究のᴫ要 

�1�  研究・研修のࢸーマのとらえ方 

避難カ⦎をẖ᭶１回実施してきている。この時㛫は、園児・

職員全員でཧຍの⾜事である。しかし、避難カ⦎そのものが

ᙧᘧ的なഴ向になっているとの཯┬も多くなりつつあった。

これまで、ⅆ災、㢼Ỉ害、地震、ⅆᒣなどについての非常災

害対応マニュアルは作成し、いつでも㜀ぴできるようにして

いる。 

昨年、鹿児島市は、土砂災害危険地区内にある要㓄៖者฼

⏝施設に対して土砂災害防Ṇ法にᇶ࡙く「避難確保計画」の

ᥦฟを求め、本園も実ែに༶した計画᭩を作成した。 

今回取り組ࢇでいる研究は、これまでの非常災害マニ

ュアルと避難確保計画がᐦ᥋に㛵㐃し、これまで取り組

できた災害に対する対応のぢ┤しを図り、さらに඘実ࢇ

した取り組みを目指した意義のある研究である。 

�2� 研究の内容 

ձ これまでの避難カ⦎のぢ┤しについて 

全職員に対して、これまでの安全管理や危機管理、

特に災害時におけるྛ職員のᙺ๭ศ担が機能し、㐃ᦠ

が図れているか、避難カ⦎の在り方について、ぢ┤し、

ᨵၿᕤኵす࡭きことなど課題を᥈ること。 

ղ 園としての防災㛵㐃の施設設備や園児個人の防災グッズに㛵すること、避難時にᣢちฟ

す≀ရ等の検討について 

防災㛵ಀの施設設備୪ࡧに個人の防災グッズの点検ཬࡧ課題や⥭ᛴ時の主ᖿや担任は、

どのような≀をᣢちฟすかの⢭ᰝ、また、そのような≀を保育ᐊ等のどこに、どのようなᙧ

で常設しておく࡭きか等の研究をすること。 

ճ 避難時の᛹ᡃ等に対する応ᛴฎ置について 

避難する際に生ࡌる᛹ᡃ等に対する応ᛴฎ置について、どう対ฎす࡭きか、እ㒊指導者

（日本㉥༑Ꮠ鹿児島ᨭ㒊に౫㢗）の実ᢏ研修を実施する。 

մ 年㱋に応ࡌた防災ᩍ育の進め方について 

災害࢕ࢸࣥࣛ࣎アの中ᒣẶやࡨࡱあこども保育園の⚟ඖᾈ子Ặをᣍへいし、ྛᏛ年で災

害を想定した保育指導について、ᢅうᩍ材や指導する際どࢇなことについて留意す࡭きか

について具体的指導・助言を㡬くことにした。 

�3� 実㊶౛ 

ձ   避難カ⦎実施時㛫は、これまで保育中（１㸮㸸３㸮㹼・１３㸸㸮㸮㹼）に実施してきたが、

 （⫈あ保育園の先生の実㊶をᣏࡨࡱ）

（日㉥㛵ಀ者の方のㅮヰ）
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ぢ┤しの⤖ᯝ、災害はいつ起こるかศからないため、園児がⓏ園してくる時㛫ᖏや１ྕ認定

児が㝆園した後の時㛫ᖏ、ຍえて、園児がいࢁいࢁな場所で活ືしている時㛫ᖏ、౛えば、

ᮅ・᫨・㝆園ࢫࣂᚅちの自⏤時㛫、ࢫࣛࢡプールの時㛫など実ែに応ࡌた避難カ⦎を実施し、

園児のືきや職員の対応などについて整理した。その⤖ᯝ、いࢁいࢁなၥ題点も明らかにな

り、その対策についてまとめることができた。（⾲１ཧ照） 

 

 

時㛫ᖏ 活ື場所 ၥ 題 点 対 策 

0�㸸00㡭 Ⓩ園中 

災害発生時にⓏ園し

ている園児数のᢕᥱ。

園児のⓏ㝆園方法を記した名⡙を防災ࢫࣛࢡྛ

ࣜュッࢡに準備し、⥭ᛴ時は名⡙を౑⏝し、Ⓩ園

確認や人数確認を⾜う。 

㐠⾜中は地震にࢫࣂ

Ẽ௜きにくい。 

事務員がྛࢫࣂにすࡄ㐃⤡し、ࢫࣂᚅちの園児は

ῧ஌員から㐃⤡する。 

Ⓩ園中の㏦迎。 

 。の対応╔฿ࢫࣂ

㏦迎してきた保護者も一⥴に避難してもらう。 

が฿╔した場合、≧ἣをみて㝆車、または避ࢫࣂ

難場所に向かう。 

10㸸00 

㹼 

1�㸸00 

㡭 

保育中 

≧ἣに応ࡌてのุ᩿

が難しいときがある。

ᬑẁから࣑ࢩュࣞーࣥࣙࢩをして危機意識を高

め、担任としてのุ᩿ຊを㣴う。 

園እ保育中 

㏿やかに園と㐃⤡を取り合い、そのእ㒊施設での

ุ᩿にᚑう。ᦠᖏ㟁ヰはいつでも対応できるよう

にしておく。 

全園児が集まってい

るとき。 

避難経路の確保をし、ⴠち╔いて誘導する。 

⤥食中は、㝡器や⇕い

Ồによる᛹ᡃの危険

がある。 

ᮘの⬮をしっかりᣢち、ᮘのୗに㞃れ、㢌をⴠୗ

≀から守ることを優先するように指♧する。 

プール中は、Ỉࢫࣛࢡ

╔・〄㊊である。 

プール非常ฟཱྀ近くに避難࢜ࢱࢫࣂル、ࣜࢫッࣃ

の準備をした。 

12㸸30㡭 
お᫨の自

⏤時㛫 

園児がどこにいるの

かᤸᥱが難しい。 

に園児が集ࢁの避難場所ではないとこࢫࣛࢡྛ

まっているため、ⴠち╔いたらྛࢫࣛࢡの場所に

⛣ືして人数をᢕᥱする。 

1�㸸00㡭 
㡸かり 

保育中 

㡸かり保育や課እ時

は園児誘導等に課題

がある。 

㡸かり保育、㝆園後の課እ活 （ືプール、ࣖ マハ、

᪂体᧯等）は、担任が誘導を⿵助できるように主

ᖿがその場の≧ἣをุ᩿し指♧する。 

（地震発生時自ศの㌟を守る

ጼໃを取る様子） 

（地震発生時園庭の中央に 

集まる様子） 

（幼児㒊・ங児㒊一⥴に 

桜ヶ丘中央公園へ避難） 

㸺２次避難（園近くの桜ヶ丘中央公園）カ⦎の様子㸼 
㸺⾲１㸸避難カ⦎のၥ題点と対策㸼
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 本園は、園内でᐊ内 Ỉプールを設置しているため、この時㛫に

災害が発生した場合の避難の方法はとてもཝしい㠃がある。㐨路に

㠃した非常ฟཱྀは、ẁᕪがあり、このẁᕪにどう対応するか、また、

Ỉ╔や〄㊊のままで避難させるかなど、検討した⤖ᯝ、෗┿のよう

に非常ฟཱྀに࢜ࢱࢫࣂルを置いたり、園児ࢲࣥࢧルをまとめて置い

たりして災害に備えるようにした。 

 

 

 

 

 

 

ղ  次の෗┿は、園庭に設置した災害備蓄倉庫である。この中には、園児全員の個人防災グッズ

がࢫࣛࢡẖに収⣡されている。これには、保Ꮡ食ࢣࢫࣅッࢺ（㸳年㛫）、保ᏑỈ（㸵年㛫）、

⡆᫆ࣞ࢖ࢺ、防ᐮࢩー１ࢺᯛ、➜の㸳点ࢭッࢺをࣜュッ࢖ࢱࢡプの⿄にධれて保管している。

ධ園時にྛ自㉎ධして、༞園・㏥園時に㏉༷する࣒ࢸࢫࢩとしている。また、担任の非常ᣢち

ฟしࣜュッࢡを᪂しく保育ᐊに常設（保育ᐊを⛣ືする際は、担任がᣢち㐠ࡪことにしている。）

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（桜ヶ丘中央公園への２次避

難の様子） 

（防災グッズを一人一人に㓄௜） （桜ヶ丘中央公園に避難᏶஢・ 

 ẁ࣎ール⟽の中は防災グッズ） 

個人防災グッズも㐠ࡪ 
㸺避難カ⦎（ங児㒊）の様子㸼 

（みࢇなで園庭に避難） 

（園児の防災グッズの内容） （全園児の防災グッズ収⣡

庫）（災害備蓄倉庫） 

 ル（ᯟ༳）と࢜ࢱࢫࣂ）

非常ฟཱྀ） 

（非常ฟཱྀの位置（ᯟ༳）） （園児ࢲࣥࢧルࢣーࢫ） （園児ࢲࣥࢧルと 

避難ࣜュッࢡ） 

（災害備蓄倉庫の収⣡≧ἣを

確認） 

個人防災グ

ッズにఱが

ධっている

か確認して

いる様子 

個人防災グッ

ズの中にある

防ᐮࢩーࢺを

౑っている様

子 



− 27 −
 

避難確保計画にまとめた㈨機材等の主な内容は、次の㏻りである。 

 

今後も、㝶時必要な食料ရの㈹࿡ᮇ㝈の確認や、㈨機材等のື作確認・整備を実施し、必要に

応ࡌて更᪂していく予定である。 

ճ  災害により避難する場合、᛹ᡃや㦵ᢡなど㔜大な㈇യを㈇う 

ことも想定される。職員の応ᛴฎ置として୕ゅᕵの౑い方につ

いて、日本㉥༑Ꮠ♫鹿児島ᨭ㒊に౫㢗し、具体的な実ᢏㅮ⩦఍

を実施した。 

研修にཧຍした職員のឤ想は௨ୗのとおりであった。 

 。ゅᕵに様々な౑い方があることを▱った୕ ࠐ

㠐をᒚいたまましっかりᅛ定できることなど、災害時はた ࠐ

めになるとឤࡌた。 

に常備しておくことで、実㊶することࢡ実際に体験したことや、ໟᖏの㈨料も防災ࣜュッ ࠐ

活ືの区ศ 備 蓄 ရ 

情報収集͌ఏ㐩 

��ࡴྵࣅࣞࢸᦠᖏ�ࣅࣞࢸڧ ࣞࣈࢱڧ、2ྎ�ࡴྵ࢜ࢪᦠᖏࣛ�࢜ࢪࣛڧ、ྎ

ッࢺ端ᮎ ᦠᖏ㟁ヰڧ、2ྎ ᠜中㟁ⅉڧ、11ྎ �本、ڧ㟁 ụ�༢一 20本、

༢୕ 20 本� 

避難誘導 

2�誘導᪝ڧ、�職員、園児等�名⡙ڧ ᇶ�、ڧ᱌内ᯈ�2 ᯛ�、ڧᦠᖏ⏝ᣑኌ器

1 器、ڧ誘導⏝ࢣࣕࢪッࢺ 2 ーࢥᘏ長ڧ、ࣥࣜࢯ࢞ڧ、発㟁機１機ڧ、╔

ド、ڧᢞ光器 1機、ࣟڧープ、ڧ➜  

施設内の一時避難 

��）ー࢟ッࢡ⡿⢊ڧ ᯛ��0 ����00PO�Ỉڧ、（⿄ 本�、့ڧங⎼（� ッࢭ

�2）⨁ーࣜ࢝ー࣋ڧ、ࢡル࣑ڧ、ࢺッࢭしかἛ‮ࢡル࣑⏝防災ڧ、（ࢺ ⨁

�3 1�J�30）ࡺ༶ᖍおかڧ、（⟽ 、ュー（36⿄）ࢳࢩࢺ࢖࣡࣍、（⟽�3⿄

ࢶ࣒࢜ڧ、ル࢜ࢱࢫࣂڧ 17 ᯛ 

ங児⏝防災グッズ ڧおࡴつ、おᑼࡩき、ڧおࡪࢇ⣣、ڧ⢊࣑ルࢡ 

幼児⏝防災グッズ ڧ個人⏝防災グッズ（ࢡッ࢟ー、Ỉ、⡆᫆ࣞ࢖ࢺ、防ᐮࢩーࢺ、➜） 

その௚ 
 、ᡣ具ᩥڧ、ープࢸ࣒࢞ڧ、㞧ᕵڧ、ル࢜ࢱڧ、⿄࣑ࢦڧ、⟽ᩆᛴڧ

 ࢺーࢩルーࣈڧ

防災ࣜュッࢡ中㌟一ぴ 

主ᖿ⏝（職員ᐊで管理） 担任⏝（ྛ保育ᐊ管理） 

⥭ᛴ㐃⤡先（全ࢫࣛࢡ） ⥭ᛴ㐃⤡先（ྛࢫࣛࢡ・職員） 

⥭ᛴ時㐃⤡・引き渡し࢝ード 

（全ࢫࣛࢡ） 

⥭ᛴ時㐃⤡・引き渡し࢝ード 

 （ࢫࣛࢡྛ）

೺ᗣ㠃など㓄៖を要する 

園児一ぴ⾲（全体） 

೺ᗣ㠃など㓄៖を要する 

園児一ぴ⾲（ྛࢫࣛࢡ） 

೺ᗣ㠃など㓄៖を要する全ࢫࣛࢡの⸆

（ᆘ⸆、アࣞルࢠーの⸆等）、➜ 

ͤ保෭ࣂッࢡ管理 

➜ 

╔᭰え、ᩆᛴࢭッࢺ、୕ ゅᕵ、ໟᖏ、࣒ࢦᡭ⿄、マࢡࢫ、アルࢥール㝖⳦ࢫプࣞー、

、➜、⿄ュ、ᡭ指ᾘẘᾮ、➹記⏝具、㠐ධれࢩッ࢕ࢸࢺッ࢙࢘、ーࣃー࣌ࢺッࣞ࢖ࢺ

やᣑࢡザー （主ᖿ⏝防災ࣜュッࣈ≢ュ、防ࢩッ࢕ࢸ

ኌ器などの設置場所） 

（担任⏝防災ࣜュッࢡの⿦備

ရ一ᘧ） 

㸺⾲３㸸避難確保㈨材⾲一ぴ㸼 

（୕ゅᕵを౑った実ᢏ研修）

㸺⾲２㸸防災ࣜュッࢡ中㌟一ぴ㸼



− 28 −
 

ができる。 

避難カ⦎や災害時の準備など災害が発生する前を想定することが多かったが、災害が起こ ࠐ

ってしまった後の対応も大ษࡔということがศかり、▱識をᚓることができた。 

 。に常備するようになったࢡゅᕵを準備しておくとᙺに❧つことを▱り、防災ࣜュッ୕ ࠐ

մ 年㱋に応ࡌた防災ᩍ育について 

日本㉥༑Ꮠ鹿児島ᨭ㒊のࡈ༠ຊを㡬き、本園のこれまでの   

取り組みをㄝ明し、研究の方向について指導をしていたࡔい

た。㉥༑Ꮠ安全ዊ仕団の中ᒣᛅ㡰Ặ・日㉥鹿児島ᨭ㒊の砂ཎ

ຍ௦Ặ・ࡨࡱあこども保育園の⚟ඖᾈ子Ặの先生方の指導の

中で、東日本大震災で、現場の保育ኈの「あの時、こうして

命を守った」という実㊶的なヰを⪺くことができた。 

現在、日本㉥༑Ꮠ♫においても、ྛᏛᰯに対して災害時に

おける⥭ᛴ対応の在り方についてᨭ᥼をᙉ化しているとのこ

とであった。 

最後に、本園の研究ࢸーマに対する取り組みについてㄝ明し、ᑓ㛛家としてのࡈ意ぢ・ࡈ指

導を受けることができた。この指導を受けて、ྛᏛ年で実施する防災ᩍ育をどのようなᩍ材を

౑ってどのように指導していくかについて検討し、次のようなことをඹ㏻理ゎした。 

 

 

た対応がᮃましいこと。特にࡌ㸮・１・２ṓ児では、地震等の⥭ᛴ時に対して、年㱋に応  ۑ

防災㢌ᕵに័れたり、ࢩ࣒ࢦࣥࢲのጼໃを取ったり、マッࢺを被って㢌を守ったりするᇶ本

的なことを⧞り㏉すようにする。 

 。ズなどを㏻し、約᮰事の෌確認をする࢖ࢡをぢて「 㸟ࡔࢇしࡌ」年ᑡ組では、大ᆺ⤮本 ۑ

ࢫ࣏の大ᆺ（⦆♫日本㉥༑Ꮠ）「㸟ࢇはっけࢇうさいまちがいさがしきけࡰ」、年中組は ۑ

ーを౑った指導と保育ᐊ内で地震が起こった場合を想定し、保育ᐊの❧体模ᆺを自作したࢱ

ものを౑い、地震のᦂれで保育ᐊはどうなるかを視ぬ的に体験させる。 

にࢺを౑い、園࿘㎶の様子や避難ルー（ࢺࣇࢯࢱューࣆࣥࢥ）ࢫ年長組は、グーグルアー ۑ

おける危険⟠所を視ぬ的にᤊえさせ、どのように対応するかẼ௜かせる。併せて、避難経路

におけるಽቯが予想されるࣟࣈッࢡሟや㟁ᰕなど大事なࢺࣥ࢖࣏をまとめた地図を自作した

ものを౑い、危険⟠所についてヰし合い、Ẽ௜かせるようにし、その後、実際に避難ルーࢺ

をṌき、これまでの内容を確かめさせる内容とする。 

௨ୗ、それࡒれのᏛ年の保育指導᱌と実際の保育の様子をまとめる。 

（研究の方向・内容の┦ㄯ） 

（年㱋に応ࡌた指導時のᩍ材について職員で検討） 
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㸺㸮・１・２ṓ児㸼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

園児は、次のようなẼ௜きをᚓることができたと考えている。 

○ ᾘ防車は、ⅆ事や地震が起こった際にฟືしてくれる車であること。 

○ 避難の際の約᮰事を守ることが、命を守ることにつながること。 

○ ᨺ㏦や保育者のヰをよく⪺き、ⴠち╔いて⾜ືすることが大ษということ。 

○ 防災㢌ᕵを被ることや、マッࢺを被せてもらったり、ᮘのୗに㞃れたりということで㢌や

㌟体を守れるということ。また、࣏ࢩ࣒ࢦࣥࢲーズなど、幼児が㌟体を୸めることにより、

㢌や㌟体の大ษな㒊ศを守ること。 

 

㸺年ᑡ組㸲ࢫࣛࢡ㸼 

  

 

 

 

 

 

（㸮ṓ児防災㢌ᕵで㢌を守る） 

（１ṓ児みࢇな集まって 

マッࢺで体を守る） 

㸺㈨料１㸸㸮・１・２ṓ児指導計画㸼

（２ṓ児࣏ࢩ࣒ࢦࣥࢲーズを 

する幼児） 

（大ᆺ⤮本のᩍ材） 
（大ᆺ⤮本を౑って防災の指導） （しっかり㢌を守るጼ） 

 

 

㸮ࠊ㸯ࠊ㸰ṓඣᣦᑟィ⏬ 

㸺ࡽࡡい㸼 

・ᆅ㟈がⓎ⏕ࡓࡋ᫬の㑊㞴の᪉ἲが分࠿る 

・ಖ⫱者のヰを⪺ࠊࡁ㑊㞴ࡍるこ࡜がでࡁる 

㸺幼ඣのᐇែ㸼 

・㑊㞴カ⦎を✚ࡳ㔜ࡡてࡓࡁこ࡜でⴠࡕ╔いて⾜ືでࡁるங幼ඣがቑえてࡁているࠋ 

・ᛴな㑊㞴の㝿にࠊ㦫いてἽࡁฟࡍங幼ඣがᩘྡいるࠋ 

ண᝿ࢀࡉるங幼ඣのάື ಖ⫱者の᥼ຓ・␃ពⅬ 

 ࠋでの㑊㞴カ⦎を᣺り㏉るࡲࢀこ۔

 

 ࠋᾘ㜵㌴の෗┿をぢる۔

 

の⣬Ⱚᒃをぢࠖࡃࡑࡃࡸ࠾のࡌ࠿ࡣもࡋ࠿࠾ࠕ۔

るࠋ 

 ࠋるࡍもࠖの⣙᮰஦の☜認をࡋ࠿࠾ࠕࠐ

 ないࡅ࠿Ѝ࠿ ないࡉЍᢲ࠾    

 ないࡽない もЍᡠࡽЍႅࡋ 

   

 

 

ࢬ࣮࣏ᐇ㝿にࠊいて▱りࡘにࢬ࣮࣏ࢩ࣒ࢦࣥࢲ۔

をࡋてࡳるࠋ 

 

 

 ࠋ㌟のᏲり᪉を考えるࠊᆅ㟈Ⓨ⏕᫬の۔

 ࠋるࢀᮘのୗに㞃ࠐ 

 など     ࠋを⿕るࢺࢵ࣐ࠐ 

 

 ࠋ㜵災㢌ᕵを⿕る۔

 

 

 ࠋるࡍᐇ㝿に園ᗞに㑊㞴۔

 ࠋるࡍで園ᗞに㑊㞴ࡅ࠿ಖ⫱者のኌࠐ

 ࠋるࡲሙᡤに㞟ࡓࢀ㞳ࡽ࠿≀ᘓࠐ

 

 ࠋᮏ᫬のάືを᣺り㏉る۔

 ࠋ࡜こࡓいて㑊㞴ฟ᮶╔ࡕⴠࠐ

ࠋ࡜こ࠺い࡜㑊㞴の᫬に㌟をᏲる᪉ἲがあるࠐ

 

 

・ங幼ඣのⓎゝを኱ษにࡋながࠊࡽ௨

๓の㑊㞴カ⦎を᣺り㏉るࠋ 

・ᾘ㜵㌴を㑊㞴カ⦎でぢࡓこ࡜をᛮい

ฟࠊࡋ災害が起こっࡓ᫬にฟືࡍる㌴

であるこ࡜を▱るࠋ 

・ⴠࡕ╔いࡓ㞺ᅖẼの中でࠊ⣬Ⱚᒃを

ぢながࡋ࠿࠾ࠕࠊࡽもࠖの⣙᮰஦を෌

ᗘ☜認ࡍるࠋ 

㑊㞴の᫬に኱ࠊもࠖのゝⴥにࡋ࠿࠾ࠕ・

ษなព࿡が㞃ࢀࡉているこ࡜を▱りࠊ

⣙᮰஦をᏲりながࠊࡽ㑊㞴ࡍるこ࡜が

でࡁる࠺ࡼにヰをࡋていࠋࡃ 

㌟ࠊࡽながࡏの෗┿をぢࢩ࣒ࢦࣥࢲ・

యを୸ࠊࡵᡭで㢌をᢲࡉえるこ࡜でࠊ

⮬分の㌟をᏲるこ࡜がでࡁるこ࡜を

ఏえるࠋ 

ࡉࢀᮘのୗに㞃ࠊりࡓࡏ⿕をࢺࢵ࣐・

ࠊてୖࡋりࡓࡏ ᫬ࡓࡁてࡕがⴠ≀ࡽ࠿

にࠊどの࠺ࡼに㌟をᏲる࠿をங幼ඣ࡜

୍⥴に考えていࡃ  

・㜵災㢌ᕵを⿕るこ࡜がでࡁないங幼

ඣにࠊࡣಖ⫱者が☜認を⾜いࠊᚲせ

にᛂࡌ᥼ຓを⾜࠺ࡼ࠺にࡍるࠋ 

・ᡬ௜㏆にࢺࢵ࣐ࠊࡣをᩜࢫࣛ࢞ࠊࡁ

が◚ᦆࡓࡋ᫬を᝿定ࡋて㑊㞴でࡁる

 ࠋるࡍに࠺ࡼ

・ᛧがるங幼ඣにࠊࡣഃで安ᚰでࡁる

 ࠋるࡍに࠺ࡼ࠺⾜をࡅなኌ᥃࠺ࡼ

・ᐇ㝿に災害が起ࡓࡁ᫬でもࠊಖ⫱者

のヰをࠊࡁ⪺ࡃࡼⴠࡕ╔いて㑊㞴を

ᮏ᫬のάࠊに࠺ࡼるࡁがで࡜るこࡍ

ືにࡘいて᣺り㏉りを⾜っていࠋࡃ 
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園児は、次のようなẼ௜きをᚓる

ことができたと考えている。 

ᬑẁの町の様子と災害時の町の ۑ

様子の㐪いにẼ௜くこと。 

地震発生時の保育ᐊ内の変化に ۑ

Ẽ௜くこと。 

地震発生時の園庭の変化にẼ௜ ۑ

くこと。 

ᐊ内にいる時と園庭にいる時の ۑ

避難の仕方が㐪うこと。 

様々な≀を౑って自ศの㌟を守 ۑ

れること。 

地震発生時は保育ᐊ内も危険で ۑ

あるということ。 

 

 

 

㸺年中組３ࢫࣛࢡ㸼 

౑⏝したᩍ材は、日本㉥༑Ꮠ♫の「ࡰうさいまちがいさがしきけࢇはっけࢇ㸟」の地震⦅を౑

⏝した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᩍ材「ࡰうさいまちがいさがしきけࢇはっけࢇ㸟」

（日本㉥༑Ꮠ♫⦅）

（大ᆺࢱࢫ࣏ーを౑って 

防災意識の育成） 

（保育ᐊの❧体模ᆺ）  「ṑࢩࣛࣈ❧てಽれそうࡡࡔ」 「ࣆアࣀのそばは危ないࡡ」 

「このᲴは危険かな」 

㸺㈨料２㸸年ᑡ組の指導計画㸼
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「ここが危ないよࡡ」 

園児は、次のようなẼ௜きをᚓるこ

とができたと考えている。 

地震発生時に様々な≀がⴠୗし ࠐ

たり、㌿ಽしたりすること 

○ 保育ᐊ内の危険⟠所を理ゎする

こと 

○ 災害時のࢺࢫࣛ࢖をぢて、ಽれて

くるものࡔけでなく、ⴠちてくるⰼ

⎼や時計、ࢱࢫࣕ࢟ーがついたᲴが

危険ࡔということ。 

 。㢌を守ることが大ษということ ࠐ

や௚の≀でࢇᮘがなくても、かば ࠐ

௦⏝して㢌を守ることがฟ᮶るこ

と。 

㞃れるのではなく、ᮘの⬮をࡔた ࠐ

ᣢつことでᮘがືかないこと。 

ーが௜いたᲴࢱࢫࣕ࢟保育ᐊに ࠐ

があること。 

㸺危険⟠所さがし㸼 

ࣛ࢞にもྎࣅࣞࢸ、けでなくࡔ❆ ࠐ

 。が౑われていることࢫ

ーがついてࢱࢫࣕ࢟にྎࣅࣞࢸ ࠐ

いること。 

 

㸺年長組３ࢫࣛࢡ㸼 

 

 

 

 

 

 

  

 

（園௜近のᓴを═める園児のጼ） 

㸺㈨料３㸸年中組の指導計画㸼 

㹇㹁㹒を౑った指導 （園࿘㎶マップ（自作ᩍ材）） 



− 32 −
 

園児は、次のような成ᯝをᚓる

ことができたと考えている。 

幼稚園がᓴのୖにあること ࠐ

を、ࣜࢺࢫーࣅࢺューでぢるこ

とでさらに実ឤすることがで

きた。 

危険⟠所に対する視㔝がᗈ ࠐ

がった。 

家や㟁ᰕなどがಽቯすると ࠐ

想定し、⥭ᛴ時には㐨路の┿ࢇ

中をṌくこと。 

▱防災グッズがあることを ࠐ

っていたが、中㌟を確認した

り、体験したりすることで防災

への意識が高まっていた。 

、避難カ⦎の際、㢌ୖをぢて ࠐ

安全確保をするようになり、意識 

が変わった。 

 

㸳 まとめ 

今回、様々な災害の場㠃を想定することで課題が明確になり、一つ一つの課題について最 ࠐ

ၿ策を考え、準備を進めることができた。また、職員一人一人がᬑẁから災害時の場㠃を想

定し⾜ືすることへの意識を高めることができた。 

Ꮫ年の発㐩ẁ㝵、理ゎに合わせた指導方法について研究し、実㊶できたことで、幼児もྛ ۑ

体験を㏻してᏛࡧ、危機意識を高め１Ꮫ年ࡈとの指導・Ẽ௜きの㐃⥆ᛶをᣢたせることが㔜

要であると理ゎした。 

避難カ⦎や災害時指導を㏻して、ᬑẁから危機意識を高めるようになり、㏻常のᨺ㏦にも ۑ

しっかり⪥をഴけることができたり、ⴠち╔いた⾜ືをとったりするጼがぢられるようにな

ってきた。保育者も幼児が意識できるようなኌ᥃けをすることが㔜要であるとศかった。 

 

６ 今後の課題 

本研究では、⥭ᛴの際どこに避難し、子どもは無事でいるのか等の情報を、保護者に、ど ࠐ

のように▱らせ、その場所でいかに引き渡すかについて、༑ศなカ⦎や研究ができなかった。 

、日㡭より、地域の方々との⤎を作ることが、災害時における際の大きなຊになる。今後 ࠐ

地域との㐃ᦠの在り方をさらに研究していきたい。 

災害が発生したその時に、෭㟼に対ฎできるか୙安は残る。先日の震度㸲の地震には、ま ࠐ

れがよりᮃまࡒ཯┬点も多かった。その時しっかりุ᩿できるຊを㣴いながら、それࡔまࡔ

しい⾜ືができることを目指して日々⢭進していきたい。 
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㸺㈨料㸲㸸年長組の指導計画㸼


